
安曇野市市民協働事業提案制度               

事 業 名 安曇野の田園風景を楽しむ田んぼ作りレクリエーション                                           

協働事業 

実施団体名 

岩原の自然と文化を守り育て

る会 
安曇野市 政策経営課 

代表者名 百瀬新治 代表者名 政策経営課長 関 欣一 

活動拠点所在地 長野県安曇野市堀金烏川岩原１５２ 

事 業 実 施 総 額 約１２万円 

事業実施日・期間 平成２７年４月１日～平成２７年１２月３１日 

事業概要・成果 

・今後の展開 

 

（事業概要） 

 国営公園の敷地を活用した安曇野の美しい田んぼの風景とその周辺の岩

原地区の自然や伝統文化を残しながら、コミュニティーレクリエーション

を実施してみる。具体的には、同公園の敷地に予定されている田んぼの田

植え、稲刈りを通して、地域住民の親睦を図る。 

 

（成果） 

○田んぼ作業と田んぼ取材対応 

 ５月１７日（日）田んぼの教室 「田植え」  参加者 約３０名 

   ・約 2000㎡ 

 ５月２３日（土）  参加者 約２０名 

   長野放送「土曜はこれだね！」レポートを受け、岩原区民有志によ

る出演 田植えとお小昼を楽しむ様子 

 

９月２６日（土）田んぼの教室 「稲刈り＆はぜ掛け作業」約３０名 

   昔ながらのはぜ掛け棒、はぜ足を譲り受ける。 

   ・稲がり作業（雨の切れ間の作業） 

   ５列（10～30ｍ）のはぜ掛けの設置 昔ながらの風景作り 

  

１０月３１日（土）田んぼの教室「新米抜かくど」約２０名 

長野放送「土曜はこれだね！」レポートを受け、岩原区民有志による出演 

 

番外編活動 

２月２０日（土）長野放送「土曜はこれだね！」レポートを受け、岩原区

民有志による出演 約２０名 

○記録 

安曇野ビデオクラブの協力により、田植えからぬかくど炊きの活動までを

映像に記録。 

○収穫したお米の活用 



収穫したお米はあづみの公園の管理の基、岩原コミュニティ活動として、

餅つき、ぬかくど炊きを行った。 

 

（今後の展開） 

○アルプスあづみの公園の田んぼの活動に協力。田植え、 

 今後、公園周辺地域での「岩原の宝」を守り育てる活動。史跡の草刈。

２か月に１回 地域の歴史、自然を学ぶ「岩原よもやま話」を開催。 

○公園に協力して田んぼの体験学習の補助。 

○公園で収穫したお米を子供会等コミュニティーレクリエーションに活用

し、田んぼの活動への理解を広げる。 

 

（展望） 

○懐かしの田園風景・文化財・オオルリシジミを国営公園、岩原地区で守

り育てて行く、コミュニティーのコンセンサスを深める。 

○「区田（くでん）」のモデルをあづみの公園管理センターと連携して試行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担 

協働事業実施団体 市 

アルプスあづみの公園管理センター

とのイベント調整 

 

田んぼの教室取材対応 

岩原区の住民への参加呼びかけ 

 

 

農機具等写真支給 

記録謝金支給 

 


